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東京ガス株式会社
代表取締役社長

市野紀生
いちの　のりお

・生年月日 1941年１月１日（62歳）

・出 身 地 広島県

・家 族 妻と二男一女

・座右の銘「脚下照顧」
（常に自分の置かれている立場を見極めて
事に当たれ、という意味）

・趣 味 読書（歴史もの）、スポーツ観戦

私
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

社長メッセージ

か
ら
二
〇
〇
七
年
度
ま
で
の
五
年
間
に
一
千
億
円
の
自
社
株
取
得
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の
一
環

と
し
て
今
年
度
は
五
千
万
株
の
自
社
株
取
得
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
自
社
株
取
得
に

よ
り
、
一
株
あ
た
り
の
価
値
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２
０
０
７
」で
掲
げ
た
諸
政
策
を
着
実
に
実
行
し
、
計
画
の
早
期
達

成
を
図
る
こ
と
に
よ
り
企
業
価
値
を
さ
ら
に
高
め
、
株
主
の
皆
さ
ま
、
お
客
さ
ま
の
ご
期
待
に
お

応
え
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

株
主
の
皆
さ
ま
の
、よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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株
主
の
皆
さ
ま
へ

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２
０
０
７
」
達
成
に
向
け
て
　
　

株
主
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
が
「
変
革
と
創
造
」
を
推
進
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
成
長
し

て
い
く
姿
を
示
し
た
中
期
経
営
計
画
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２
０
０
７
」の
初
年
度
に
あ
た
り
ま
す
が
、

お
か
げ
さ
ま
で
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
上
半
期
の
業
績
は
、
冷
夏
に
よ
る
家
庭
用
需
要
の
増
加
や
堅
調
な
発
電
用
需
要
等
に

よ
り
売
上
高
が
伸
長
し
た
こ
と
に
加
え
、
コ
ス
ト
削
減
も
奏
効
し
、
上
期
と
し
て
は
三
年
ぶ
り
の

増
収
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
領
域
へ
の
事
業
拡
大
も
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
ず
、
上
流
分
野

で
は
、「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ
の
正
式
参
画
を
決
定
し
、
初
の
自
社
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
で

あ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
号
」
が
就
航
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
上
流
分
野
へ
の
進
出
に

よ
り
、
都
市
ガ
ス
の
原
料
で
あ
る
天
然
ガ
ス
の
、
よ
り
経
済
的
か
つ
弾
力
的
な
調
達
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

電
力
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
京
ガ
ス
ベ
イ
パ
ワ
ー
が
操
業
を
開
始
し
、
ま
た
他
社
と
共
同
で

発
電
事
業
を
計
画
す
る
な
ど
、
将
来
に
向
け
て
確
実
に
そ
の
歩
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
家
庭
用
分
野
に
お
き
ま
し
て
も
、
損
害
保
険
事
業
と
い
う
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に
進
出

を
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
具
体
的
事
業
の
推
進
に
加
え
ま
し
て
、「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２
０
０
７
」で
は
、
今
年
度
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東京ガスベイパワー発電所（千葉県袖ヶ浦市）
（発電能力：10万kW）

※2 IPP(独立発電事業者)：電力会社以外の民間企業が、発電した電力を電力会社に卸売りする事業のことです。

東
京
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
初
の
本
格
的
発
電

事
業
で
あ
る
、「
東
京
ガ
ス
ベ
イ
パ
ワ
ー
」
が
こ
の
十
月

に
営
業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

東
京
ガ
ス
ベ
イ
パ
ワ
ー
の
強
み
は
、
東
京
ガ
ス
の

工
場
内
に
発
電
所
を
建
設
す
る
こ
と
で
既
存
の
土

地
や
設
備
を
有
効
活
用
で
き
、
コ
ス
ト
の
低
減
が
実

現
で
き
る
と
と
も
に
、
高
効
率
な
発
電
設
備
を
採
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
競
争
力
の
あ
る
電
力
価
格
を
実

現
で
き
る
こ
と
で
す
。

同
社
が
発
電
し
た
電
力
は
す
べ
て
、
当
社
も
出
資

し
て
い
る
電
力
小
売
り
会
社
で
あ
る（
株
）エ
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
、
自
由
化
に
よ
っ
て
電
力
の
供
給
が
可
能

に
な
っ
た
大
口
の
お
客
さ
ま
に
供
給
し
ま
す
。

電
力
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
、「
東
京
ガ
ス
横
須
賀

パ
ワ
ー
」
と
し
て
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
に

参
入
す
る
ほ
か
、
他
社
と
共
同
で

発
電
事
業
を
計
画
す
る
な
ど
、
自

由
化
の
進
展
や
電
力
需
要
の
動
向

を
見
極
め
な
が
ら
事
業
採
算
性
を

評
価
し
、
段
階
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

電
力
事
業
　

〜
低
コ
ス
ト
発
電
を
強
み
に
〜

日
本
で
使
わ
れ
る
天
然
ガ
ス
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
し
て
、
専
用
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
で
海
外
か
ら

輸
送
さ
れ
て
き
ま
す
。
今
日
、
原
料
の
九
割
以
上
を

Ｌ
Ｎ
Ｇ
で
賄
う
東
京
ガ
ス
で
は
、
輸
送
コ
ス
ト
圧
縮

と
、
よ
り
柔
軟
な
輸
送
体
制
の
確
立
を
目
指
し

Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
送
事
業
の
強
化
に
着
手
、
百
パ
ー
セ
ン

ト
出
資
の
東
京
エ
ル
エ
ヌ
ジ
ー
タ
ン
カ
ー（
株
）を
通

じ
、
自
社
所
有
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
建
造
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
一
隻
が
こ
の
九
月
に
就
航
し
、
二
隻

目
は
二
〇
〇
五
年
に
就
航
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
二
隻
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
は
東
京
ガ
ス
が
調
達
す

る
長
期
契
約
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
送
を
担
う
こ
と
に
よ
り
、

原
料
調
達
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
貢
献
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
短
期
契
約
や
ス
ポ
ッ
ト
取
引
、
さ
ら
に
は
他

社
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
輸
送
に
も
活
用
す
る
こ
と
を
視
野
に
入

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
送
事
業
に
加
え
、
天
然
ガ
ス

生
産
・
液
化
と
い
っ
た
上
流
分
野
に
進
出
し
、
ガ
ス
の

生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
チ
ェ
ー
ン
に
一
貫
し

て
関
与
し
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
的
か
つ
柔
軟
な
原

料
調
達
を
進
め
、
自
由
化
の
進
展
に
よ
っ
て
激
化
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
間
の
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
、
さ
ら

な
る
競
争
力
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※
２
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エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
領
域
へ
の
事
業
拡
大

※1 LNG：液化天然ガス。天然ガスは産出国で冷却して液化され、日本に輸送されます。

特
集

中
期
経
営
計
画「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２
０
０
７
」

で
は
、大
き
な
政
策
の
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
領
域
へ
の
事
業
拡
大
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
規
制
緩
和
に
よ
り
拡
大
し

つ
つ
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
市
場
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
着
実
に
捉
え
、電
力
事
業
、

上
流
開
発
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
送
事
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
ー
ビ
ス
、
海
外
事
業
、
家
庭
用
新
サ
ー
ビ

ス
と
い
っ
た
新
規
事
業
領
域
へ
の
事
業
拡
大

を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。
当
中
間
期
は
、

こ
れ
ら
新
規
領
域
の
う
ち
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
送
、

電
力
事
業
で
新
た
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
ガ
ス
グ
ル
ー

プ
初
の
自
社
所
有

Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

号
」
が
就
航
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ

輸
送
事
業
の
新
た
な

展
開
が
始
ま
り
ま

し
た
。

天
然
ガ
ス
は
、
不

純
物
を
ほ
と
ん
ど
含

ま
な
い
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
中
東
に
産
地
が
集
中
し
て
い
る

石
油
と
異
な
り
、
世
界
各
地
に
豊
富
に
埋
蔵
さ
れ
て
い

る
特
性
か
ら
、
日
本
で
も
一
層
の
利
用
拡
大
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
送
事
業

〜
自
社
船
に
よ
る
輸
送
で
競
争
力
強
化
〜

※
１

エネルギーフロンティア号
（積載量：145,000m3）
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家
庭
用
燃
料
電
池
二
〇
〇
四
年

実
用
化
を
目
指
し
共
同
開
発
へ

次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
燃
料
電
池
は
環
境
対
策
の
必
要
性
か
ら
、
そ
の
早
期
の
実

用
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
ガ
ス
で
は
、
燃
料
電
池
に
よ

る
家
庭
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
の
共
同
開
発
に
つ
い
て
、
燃
料

電
池
シ
ス
テ
ム
メ
ー
カ
ー
二
グ
ル
ー
プ

と
合
意
し
ま
し
た
。

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
の
は
、「
荏
原
バ
ラ
ー
ド（
株
）グ
ル
ー

プ
」
と
、「
松
下
電
器
産
業（
株
）」。
共
同
開
発
の
実
施
に
よ

り
、
技
術
開
発
を
加
速
し
、
二
〇
〇
四
年
度
中
の
市
場
導
入

を
よ
り
確
実
な
も
の
と
し
ま
す
。

ガ
ス
設
備
の
安
全
点
検
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
検
針
な
ど
の
お

客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
業
務
は
、
こ
れ
ま
で
東
京
ガ
ス
本
体
で
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
仕
事
の
品
質
を
確
保
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る

効
率
化
の
実
現
と
、
お
客
さ
ま
満
足
の
向
上
を
目
指
し
、
東

京
ガ
ス
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス（
株
）へ
の
全
面
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今

後
も
、
よ
り
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

森
ビ
ル（
株
）と
共
同
で
設
立
し
た
六
本
木
エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
ー
ビ
ス（
株
）が
、
オ
フ
ィ
ス
･
住
宅
･
ホ
テ
ル
･
文
化
施

設
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
二
十
一
世
紀
の
文
化
都
市
「
六
本
木

ヒ
ル
ズ
」へ
の
電
気
と
熱
の
供
給
を
開
始
し
ま
し
た
。

都
市
ガ
ス
を
利
用
し
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
地
域

冷
暖
房
施
設
を
組
み
合
わ
せ
た
、
効
率
的
な
省
エ
ネ
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）、
窒
素
酸
化
物（
Ｎ
Ｏ
Ｘ
）

の
排
出
量
削
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
負
荷
が
低
減

さ
れ
、
環
境
保
全
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

（7月）

お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
業
務
の

全
面
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト

六
本
木
ヒ
ル
ズ
へ
の

電
気
と
熱
の
供
給
を
開
始

※
２

※
３

※2 アウトソーシング：社内で行われていた業務を外部に委託し、外部の機能や資源を活用することにより、
経営効率を高め企業の体質を強化する経営手法です。

※3 コージェネレーション：発電とそのとき発生する排熱を同時に冷暖房や給湯に利用する省エネシステムです。

（7月）

（5月）
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東
京
ガ
ス
は
、
水
素
を
燃
料
と
す
る
次
世
代
の
低
公
害
車

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
、
燃
料
電
池
自
動
車
を
導
入
し
ま

し
た
。

当
社
は
、
天
然
ガ
ス
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
ク
リ
ー
ン
な
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
燃
料
電
池
の
実
用
化
を
進
め
る
と
同
時
に
、

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
目
指
し
て
水
素
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
・
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
経

済
産
業
省
の
水
素
・
燃
料
電
池
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
、

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
建
設
し
て
運
転
実
証
試
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
燃
料
電
池
自
動
車
の
導
入
が
、
よ
り
有
効

な
実
証
デ
ー
タ
の
収
集
を
可
能
に
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

燃
料
電
池
自
動
車
導
入
に
よ
り

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
実
験
に
も
効
果

「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
Ｌ
Ｎ
Ｇ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ
正
式
参
画

ト
ピ
ッ
ク
ス導入した燃料電池ハイブリッド乗用車（下）と

千住水素ステーション（上）

※1 LNGバリューチェーン： 天然ガス田開発から消費までLNGに関わる各段階で利益を上げていくような
ビジネスの流れを表す言葉です。

（8月）

（6月）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
市
沖
合
五
百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
海
域
に
あ
る「
バ
ユ
・
ウ
ン
ダ
ン
･
ガ
ス
田
」の
開
発
を

目
指
す
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
正
式
に
参
画

す
る
と
と
も
に
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
産
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を

長
期
購
入
す
る
契
約
が
発

効
い
た
し
ま
し
た
。

東
京
ガ
ス
は
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ガ
ス
田
開

発
事
業
と
と
も
に
、
海
底

ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
液

化
プ
ラ
ン
ト
事
業
に
も
参

画
し
、
生
産→
液
化→

輸

送→

供
給→
消
費
と
い
う
Ｌ
Ｎ
Ｇ
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
一
貫
し
て
関
与

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
積
極

的
な
上
流
分
野
へ
の
進
出
に
よ
り
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
強
化
し
、
一
層
の
競
争

力
確
保
、
原
料
の
安
定
的
か
つ
効
率
的

な
調
達
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

※
１
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企業の環境情報開示の一環として、環境報告書を発行しています。
「東京ガス環境報告書2003」をご希望の方は、下記宛郵送かFAXでお申込みください。
なお、当社ホームページ上でも公開しております。

〒105-8527 東京都港区海岸1-5-20 東京ガス株式会社　環境部
Fax: 03-3432-5509

URL：http://www.tokyo-gas.co.jp/env/ecorep/j_text/content.html

東
京
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、「
環
境
経
営
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
と
し
て
、
時
代
を
先
取

り
し
た
環
境
対
応
の
諸
課
題
に
意
欲
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に

お
け
る
環
境
学
習
・
啓
発
活
動
を
推
進
し
、

社
会
の
持
続
的
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

―
●
環
境
へ
の
取
り
組
み

Web

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
は
、
子
供
た
ち
が
環
境
に
つ
い

て
体
験
学
習
で
き
る
施
設
で
す
。
展
示
物
に
触
れ
て
、

動
か
し
て
、
感
じ
て
、
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
参
加
体
験

型
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
と
呼
ば
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
環
境
問
題
に
つ
い
て
楽

し
く
学
び
、
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

開館時間：9：30 ～17：00（入館は16：30 まで）
休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始、施設点検日
見学方法：自由見学
所在地：神奈川県横浜市鶴見区末広町1-7-7
TEL： 045-505-5700
FAX： 045-505-5709
交通機関：ＪＲ 鶴見駅東口または京浜急行京急鶴見駅前バス
乗り場7番より、川崎鶴見臨港バス「ふれーゆ」行で約15 分、
「東京ガス前」下車。
高速神奈川1号横羽線「汐入インター」または「生麦インター」
を降りてから約5分。
※20名以上の団体でご利用の場合は、事前にご連絡ください。

問うガス・プラザ

［環境エネルギー館］

車
の
排
出
熱
な
ど
に
よ
り
都
市
部

で
気
温
が
高
く
な
る
「
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
」
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。そ
の
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

工
学
院
大
学
と
共
同
で
屋
上
緑
化
効

果
の
検
証
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

四
月
に
東
京
ガ
ス
中
原
ビ
ル
の
屋
上

を
緑
化
し
、
今
後
、
そ
の
効
果
を
定

量
的
に
把
握
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
は
「
川
崎
市
屋
上
緑
化
助

成
制
度
」
の
適
用
第
一
号
と
な
り
ま

し
た
。 ﹇

屋
上
緑
化
﹈

東京ガス中原ビル（神奈川県川崎市）
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Ｓ
Ｒ
Ｉ
と
は
、
企
業
を
業
績
だ
け
で
な
く
環
境

対
応
、
社
会
貢
献
な
ど
に
よ
り
評
価
す
る
新

し
い
投
資
手
法
で
す
。

東
京
ガ
ス
は
今
年
、
世
界
の
フ
ァ
ン
ド
の
設
定
に
利

用
さ
れ
る
「
ダ
ウ
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・

ワ
ー
ル
ド
イ
ン
デ
ッ
ク
ス（
Ｄ
Ｊ
Ｓ
Ｉ
）」に
選
ば
れ
ま
し

た
。
Ｄ
Ｊ
Ｓ
Ｉ
は
、
世
界
の
時
価
総
額
上
位
企
業
を
経

済
・
環
境
・
社
会
の
視
点
で
評
価
し
、
選
出
企
業
を
エ

コ
フ
ァ
ン
ド
や
Ｓ
Ｒ
Ｉ
フ
ァ
ン
ド
な
ど
に
組
み
入
れ
る

も
の
で
、
東
京
ガ
ス
の
社
会
に
対
し
て
誠
実
で
あ
ろ
う

と
す
る
姿
勢
が
世
界
的
に
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
評
価
を
励
み

と
し
、
今
後
も
企
業
の
発
展
と

と
も
に
、
企
業
市
民
と
し
て
の

社
会
と
の
共
生
を
実
現
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

天
ぷ
ら
油
火
災
は
、
ガ
ス
な
ど
の
火
種
が
油
に

入
っ
て
起
こ
る
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

実
際
は
熱
源
に
関
係
な
く
油
の
温
度
が
上
昇
し
て
起

こ
る
自
然
発
火
が
原
因
で
す
。
油
の
温
度
が
上
が
り
す

ぎ
れ
ば
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
で
も
同
じ
こ
と
が

起
こ
り
ま
す
。

東
京
ガ
ス
で
は
、
フ
ラ
ッ
ト
な
天
板
で
お
手
入
れ
の
し

や
す
い
最
新
型
ガ
ス
コ
ン
ロ『
ピ
ピ
ッ
と
コ
ン
ロ
』を
は
じ

め
、
油
の
温
度
が
上
が
り
す
ぎ
る
前
に
自
動
消
火
す

る「
天
ぷ
ら
油
過
熱
防
止
機
能
」、
お
鍋
が
焦
げ
つ
き
だ

し
た
ら
自
動
的
に
火
を
止
め
る
機
能
や
一
定
時
間
で

自
動
消
火
す
る
消
し
忘
れ
タ
イ
マ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
安
全
機
能
を
備
え
た
製
品
を
揃
え
て
い
ま
す
。

社
会
的
責
任
投
資
（
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま

す
が
、
ど
ん
な
投
資
で
す
か
？
　
ま
た
、
東
京
ガ
ス

は
Ｓ
Ｒ
Ｉ
で
は
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー(

電
磁
調
理
器)

は
、

火
を
使
わ
な
い
か
ら
安
全
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
は
火
を
使
う
か
ら
危
な
い
の
で
す
か
？

問
う
ガ
ス
・
プ
ラ
ザ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
広
場

Q

A

A
HR-M873P-X2HL(R)
希望小売価格 ￥150,150

(本体価格：￥143,000･工事費別)

ピピッとコンロ受付事務局
0120－878－565
受付時間：
月～金曜(祝日を除く)の10時～17時
ホームページ：
http://www.gas-living.com
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―
●
料
理
教
室
を
訪
ね
て

「
男
だ
け
の
厨
房
」―
男
子
厨
房
に
入
ら
ず
は
も
う
古
い

東
京
ガ
ス
で
は
、
こ
の
秋
か
ら
「
男
だ
け
の
厨
房
」
と

銘
打
っ
て
、
男
性
限
定
の
料
理
教
室
を
首
都
圏
十
五
カ

所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
全
盛
の
今
日
、
東
京
ガ
ス
で
は
、

「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
家
庭
料
理
の
復
権

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
が
男
性
の
料
理
参

加
。
生
活
様
式
の
多
様
化
、
外
食
傾
向
の
増
加
が
進
む

今
日
、
家
庭
料
理
や
家
族
の
団
ら
ん
を
取
り
戻
す
た
め

に
は
男
性
も
料
理
に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
東
京
ガ
ス
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理

教
室
を
開
催
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
教
室
に
参
加
し
た

男
性
は
昨
年
一
年
間
で
延
べ
約
八
千
人
で
し
た
。
徐
々

に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
勿
論
女
性
と
比
べ
れ
ば
ま
だ

ま
だ
少
数
で
す
。

東
京
ガ
ス
・
都
市
生
活
研
究
所
の
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、
男
性
の
約
九
割
は
料
理
を
す
る
こ

と
に
抵
抗
は
な
く
、
ま
た
約
八

割
は
男
性
も
料
理
し
た
方
が
良

い
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
結
果

が
出
ま
し
た
。
料
理
を
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か

料
理
を
習
う
機
会
が
な
い
と
い
う
の
が
、
多
く
の

男
性
の
状
況
で
は
な
い
か
―
。
こ
う
い
っ
た
方
に

キ
ッ
カ
ケ
を
提
供
す
る
の
が
、
基
礎
か
ら
始
め
る

「
男
だ
け
の
厨
房
」で
す
。
月
一
回
、
週
末
に
実
施
す
る

三
カ
月（
三
回
で
終
了
）の
コ
ー
ス
で
、
こ
の
八
月
に
参
加

者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
全
教
室
が
ほ
ぼ
定
員

と
な
り
ま
し
た
。
炒
め
も
の
や
焼
き
も
の
な
ど
で
発
揮

さ
れ
る
パ
ワ
フ
ル
な
ガ
ス
の
強
火
が
男
性
に
は
特
に
好

評
で
す
。

●現在、2004年1～3月のコース参加者を募集中です。
お問い合わせは、東京ガス料理教室事務局　03-3423-3739
（月曜日～金曜日：10～18時　土曜日：10～13時　日曜・祝日は除く）

http://home.tokyo-gas.co.jp/cooking/index.html

作ってみよう「男だけの厨房」メニュー！！
いたってカンタン＜生鮭のステーキ：2人分＞

1）鮭の切り身2切れに塩を振り、しばらく置き、水気を拭く。
2）熱したフライパンに油を入れ、鮭の両面を焼いて取り出す。
3）同じフライパンにみりんと醤油を大さじ1ずつ入れて
煮立たせ、バターを
風味づけに加え
火を止める。

４）焼いた鮭に
3）のソースをかけて
出来上がり。

※ スローフード：ファストフード(fast food)と言われる画一的な味の文化が広がるなか、
地域に根ざした個性的な「食」を守ろうというイタリア生まれの運動です。

※

！？



東
京
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
が
都
市
開
発

関
連
事
業
の
一
環
と
し
て
、
世
界
的

ホ
テ
ル
を
新
宿
の
超
高
層
ビ
ル「
新
宿

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
」
に
開
業
し
て
か
ら
十

年
目
。
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル（
株
）が

経
営
す
る
「
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
」

は
、
客
室
数
を
限
定
す
る
こ
と
で
広
い

ス
ペ
ー
ス
と
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
、い
わ
ゆ
る
小
規
模
超
高
級

ホ
テ
ル
の
先
駆
け
的
存
在
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
数
々
の
ホ
テ
ル
・
ラ
ン
キ
ン
グ

で
首
位
の
座
を
獲
得
し
、
日
本
の
ホ

テ
ル
業
界
を
リ
ー
ド
し
続
け
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
順
調
に
推
移
し
て
き
た

同
ホ
テ
ル
も
、
今
、
ひ
と
つ
の
転
換
期

に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

テ
ロ
や
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
な
ど
世
界
的
に
不

安
定
な
情
勢
が
続
い
て
い
る
ほ
か
、
東

京
は
二
〇
〇
七
年
ま
で
に
予
定
さ
れ

る
超
高
級
ホ
テ
ル
の
開
業
ラ
ッ
シ
ュ
で

一
層
の
競
争
激
化
が
必
至
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
次
の
十

年
を
見
据
え
、
客
室
・
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
本
年
六
月

新
宿
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
一
階
ロ
ビ
ー
に
直

営
の
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
従
来
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
グ

リ
ル
な
ど
宿
泊
以
外
の
利
用
が
多
い

同
ホ
テ
ル
で
す
が
、
一
階
に
開
業
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
外
へ
向
け
て
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ハ
イ
ア
ッ
ト
は
、
世
界
的
ホ
テ
ル
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
り
な
が
ら
、
伝
統
に
固

執
せ
ず
新
し
い
テ
イ
ス
ト
に
敏
感
な
ア

ン
テ
ナ
を
持
ち
、
変
化
に
対
し
て
柔

軟
に
行
動
し
ま
す
。
競
合
が
激
し
く

な
る
今
後
、
時
代
の
風
に
マ
ッ
チ
し
た

新
し
い
変
化
を
演
出
し
つ
つ
、
常
に

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
で
あ
る
こ
と
を
貫

き
ま
す
。
そ
れ
が
、
当
ホ
テ
ル
に
と
っ

て
着
実
な
成
長
を
続
け
る
途
で
あ
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

―
●
東
京
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
紹
介

常
に
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
の
ホ
テ
ル
を
目
指
す

〜
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
株
式
会
社
〜

パークハイアット 東京
〒163-1055 東京都新宿区西新宿3-7-1-2 TEL:(03)5322-1234
http://www.parkhyattokyo.com

1992年7月設立
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財務編 1

2004年3月期中間決算のご報告（連結）

当中間期における連結売上高は、ガス売上高が堅調な伸びとなったこと等により、対前中間期比6.6%

増の5,051億円となりました。一方、費用については、原材料費がガス販売量の伸びに伴い増加しました

が、コストダウンの推進等により、営業利益は21.9%増の438億円、経常利益は32.5%増の364億円と

なりました。また、特別損益等を勘案した中間純利益は20.6%増の222億円となりました。

なお、2004年3月期の通期見通しにつきましては、営業努力等によりガス販売量の伸びを対前年比

6.4%増と想定しており、総売上高は対前年比3.0%増の1兆1,620億円となる見通しです。一方、原料費

が増加するものの、引き続きコストダウンに努めること等により、当期純利益は28.4%増の760億円に

なる見込みです。

2004年3月期中間期 前中間期比 2003年3月期中間期
（2003.4～2003.9） （増減率） （2002.4～2002.9）

売上高 5,051億円 ＋315億円 （＋6.6％） 4,736億円

営業利益 438億円 ＋79億円（＋21.9％） 359億円

経常利益 364億円 ＋90億円（＋32.5％） 274億円

中間純利益 222億円 ＋38億円（＋20.6％） 184億円

●売上高／営業利益／経常利益／中間純利益の推移

本資料の記載内容のうち、歴史的事実でないものは将来に関する見通しおよび計画に基づいた予測です。これらの将来予測には、リスクや不確定な要素など
の要因が含まれており、実際の成果や業績などは記載の見通しとは異なる可能性があります。

売上高 利益



財務編 2

事業区分はガス事業会計規則に準拠した売上集計区分によっています。
各事業区分に属する主要な製品は以下のとおりです。
■ ガ　　ス：ガス ■ ガス器具：ガス機器
■ 受注工事：ガス工事 ■ 建物賃貸：建物の賃貸・管理等
■ その他の事業：地域冷暖房、LPG販売等

※売上高および営業利益の構成比率には、セグメント間の取引を含んでおります。
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 01/9 02/9 03/9 

原油価格（＄/bbl） 26.5 25.5 28.4  
為替レート（円/＄） 122 123 118  

0

5

10

15

20

25

30
（＄/bbl） （円/＄） 

ガス67.9％ ガス82.3％ 

ガス器具11.1％ 

受注工事5.1%
建物賃貸3.3%

その他 12.6%

ガス器具5.6％ 
受注工事1.0%
建物賃貸5.9%

その他   5.2%

※ 原料費調整制度
為替レートや原油価格の変動によるLNG購
入価格の変動を、ガス料金に速やかに反映さ
せることを目的として、１９９６年１月の料金改
定時に導入された制度。反映されるまでに最
大６カ月間のタイムラグがあります。

原油価格／為替レート

＜02/9→03/9主な増減要因＞●ガス販売量実績

0

10

20

30

40

50

 2002年3月期中間期 2003年3月期中間期 2004年3月期中間期 

31.2 33.0

29.4
36.3

23.6
25.9

33.0

36.3

8.0
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（億m3）
卸供給

・ 卸供給先への販売量増加

業務用

・新規物件の稼動開始等
・夏期の低気温による空調需要の伸び悩み

工業用

・ 発電用需要の拡大による増
・ 既存物件の稼動増等

家庭用

・ 春先および夏場の低気温の影響に
よる給湯需要の伸び

・ お客さま件数の増加等

●事業の種類別セグメント情報

連結営業利益構成比（2004年3月期中間期）連結売上高構成比（2004年3月期中間期）

※財務編p1～6の各数値は四捨五入・切り捨て処理等の関係で、合計が合わない場合があります。
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2004年3月期中間期 2003年3月期中間期
（2003.4～2003.9） （2002.4～2002.9）

(資本剰余金の部）
資本剰余金期首残高 2,065 2,064
資本準備金期首残高 — 2,064
資本剰余金増加高 — —
資本剰余金中間期末残高 2,065 2,065
(利益剰余金の部）
利益剰余金期首残高 429,652 387,315
連結剰余金期首残高 429,652 387,315
利益剰余金増加高 22,207 18,419
中間純利益 22,207 18,419
利益剰余金減少高 8,412 8,524
配当金 8,334 8,429
取締役賞与金 76 95
自己株式処分差損 1 —
利益剰余金中間期末残高 443,447 397,210

中間連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

中間連結剰余金計算書 （単位：百万円）

中間純利益

対前中間期比で、ガス売

上は10.8%、器具売上は

1.9%の増となりました

が、受注工事は▲3.5%、

建物賃貸事業は▲1.8%

と売上げが減少し、連結売

上高は6.6%増の5,051

億円となりました。中間純

利益は、ガス利益の増加等

により20.6%増の222

億円となりました。

売上高・中間純利益

 00/9 01/9 02/9 03/9 

中間純利益（億円） 35 87 184 222

0

50

100

150

250

200

（億円） 

2004年3月期中間期 2003年3月期中間期
（2003.4～2003.9） （2002.4～2002.9）

売上高 505,129 473,682
売上原価 258,209 236,918

売上総利益 246,920 236,764
供給販売費 168,523 168,782
一般管理費 34,562 32,027

営業利益 43,834 35,954
営業外収益 4,444 4,016
営業外費用 11,831 12,473

経常利益 36,447 27,497
特別利益 765 2,163
特別損失 1,116 201

税金等調整前中間純利益 36,095 29,459
法人税･住民税及び事業税 11,161 9,429
法人税等調整額 2,519 1,570
少数株主損益 206 40

中間純利益 22,207 18,419
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中間連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

2004年3月期中間期 2003年3月期中間期
（2003.9.30） （2002.9.30）

（資産の部）
固定資産 1,407,915 1,429,701
有形固定資産 1,192,669 1,230,070
無形固定資産 17,874 18,508
投資等 197,370 181,122
流動資産 226,248 217,231
資産合計 1,634,163 1,646,932

（負債の部）
固定負債 777,510 772,285
社債 273,533 273,233
転換社債 182,812 183,752
長期借入金 170,692 163,067
その他 150,473 152,233
流動負債 276,925 308,106
１年以内に期限到来の固定負債 23,189 112,001
支払手形及び買掛金 25,122 26,849
短期借入金 34,716 40,725
未払法人税等 16,689 14,513
その他 177,207 114,018
負債合計 1,054,436 1,080,392
少数株主持分 4,017 3,785

（資本の部）
資本金 141,844 141,843
資本剰余金 2,065 2,065
利益剰余金 443,447 397,210
その他有価証券評価差額金 27,053 31,890
為替換算調整勘定 14 12
自己株式 △38,715 △10,266
資本合計 575,710 562,755
負債・少数株主持分及び資本合計 1,634,163 1,646,932

総資産／株主資本／株主資本比率

 01/3 02/3 03/3 03/9

（億円） 
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株主資本比率＝株主資本÷総資産×100
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（%） 

総資産（億円） 17,976 17,027 16,760 16,341 

株主資本（億円） 5,527 5,640 5,797 5,757 

株主資本比率（％） 30.8 33.1 34.6 35.2

有利子負債残高

 01/3 02/3 03/3 03/9 

有利子負債   
残高（億円）  

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
（億円） 

8,703 7,758 7,313 7,697
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1 2 3

中間連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） （単位：百万円）

2004年3月期中間期 2003年3月期中間期
（2003.4～2003.9） （2002.4～2002.9）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 40,866 62,202
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー △78,244 △ 51,069
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 1,722 △ 16,948
Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 3 △ 2
Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 △35,652 △ 5,819
Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 52,129 27,260
Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末残高 16,477 21,441

900

600

300

0

●自己株式取得のご報告（参考）

（億円）

1

2

3

(単位：億円）

新規投融資
1,200億円

配当
810億円

自己株式取得
1,000億円

有利子負債削減
1,000億円

その他
790億円

25％

17％
21％

16％

▼

21％

東京ガスは、2003年6月27日開催の定時株
主総会で決議した自己株式取得について、
2003年9月9日までに、取得を終了いたしま
した。取得した株式は５千万株、取得価格は
178億3,662万6千円です。
なお、中期経営計画｢フロンティア2007｣期
間中に、創出されるフリー・キャッシュ・フロー
を財源として、本年度からの5ヶ年間で約
1,000億円の自己株式取得を行う予定です。

キャッシュ・フロー計算書は、

一定期間において、どれだけのキ

ャッシュ（＝資金）が流入し、また

そのキャッシュがどのように使わ

れたかを示した計算書です。

当中間期は、①営業活動で生

じた408億円を②固定資産の取

得等に782億円投資し、③社債

発行や自己株式取得等の財務活

動により17億円調達した結果、

中間期末の現金及び現金同等物

の残高は164億円となりました。

キャッシュ・フローの概要

2003年3月期中間期 2004年3月期中間期

期首残高 営業活動 投資活動 財務活動 中間期末残高 期首残高 営業活動 投資活動 財務活動 中間期末残高

272 622 △510 △169 214 521 408 △782 17 164

フリー・キャッシュ・フロー(ＦＣＦ)使途計画

※ フリー・キャッシュ・フロー： 事業活動によって創出した、企業が主体的に使えるキャッシュ（=資金）のことであり、
当社では簡便的に「当期純利益＋減価償却費－設備投資額」と定義しています。

フロンティア2007 (’03～’07)
5ヶ年合計：約4,800億円
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2004年3月期中間期単体決算のご報告（概要）

2004年3月期中間期 2003年3月期中間期 前年同期比
（2003.4～2003.9） （2002.4～2002.9） 増減額 増減率（％）

総売上高
ガス売上
その他

総費用
売上原価
販管費
その他費用

営業利益
経常利益
税引前中間純利益
中間純利益

損益の状況 （単位：億円）

資産・負債および資本の状況 （単位：億円）

2004年3月期中間期 2003年3月期中間期
（2003.9.30） （2002.9.30）

（資産の部）
固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資等

流動資産

資産合計

4,185
3,295

889
3,923
1,189
1,885

848
261
224
245
161

4,477
3,653

824
4,145
1,460
1,910

773
331
311
317
210

292
358
△65
222
271

25
△75

70
87
72
49

7.0
10.9
△7.4

5.7
22.8
1.3
△8.8
26.8
38.6
29.3
30.1

11,950

9,190

141

2,617

1,549

13,500

11,859

8,858

138

2,862

1,774

13,634

2004年3月期中間期 2003年3月期中間期
（2003.9.30） （2002.9.30）

（負債の部）
固定負債
流動負債
負債合計

（資本の部）
資本金
資本剰余金
利益剰余金
株式等評価差額金
自己株式
資本合計
負債・資本合計

6,268
2,096
8,365

1,418
20

3,505
292

△102
5,134

13,500

6,383
2,033
8,416

1,418
20

3,922
242
△387
5,217

13,634
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会社情報（2003年9月30日現在）

会社名：東京ガス株式会社

設立：1885（明治18）年10月1日

本社所在地：〒105-8527

東京都港区海岸一丁目5番20号

従業員数：8,943名
（注）従業員数は常勤の就業人員数を記載しており、

出向者および臨時従業員を含みません。

格付け： AA+（R&I：格付投資情報センター）
Aa1（ムーディーズ）

（注）2003年9月現在の格付けです。

●役員の状況●会社概要
取締役および監査役

代表取締役会長
代表取締役副会長
代表取締役社長
代表取締役
代表取締役
代表取締役
取締役
取締役
取締役
取締役（社外）
取締役（社外）
取締役（社外）
常勤監査役
常勤監査役
監査役（社外）
監査役（社外）

●連結子会社（18社）
東京ガスエネルギー（株）
東京ガスケミカル（株）
東京酸素窒素（株）
東京ガス都市開発（株）
パークタワーホテル（株）
（株）関配
（株）関配リビングサービス
（株）ガスター
ティージー・クレジットサービス（株）

千葉ガス（株）
筑波学園ガス（株）
東京ガス・カスタマーサービス（株）
東京ガス・エンジニアリング（株）
（株）ティージー情報ネットワーク
（株）ティージー・アイティーサービス
東京エルエヌジータンカー（株）
（株）エネルギーアドバンス
ティージー・エンタープライズ（株）

東京ガスグループは、「総合エネルギー産業」として｢快適な暮らしづくり｣と「環境に優しい都市づくり」に積極的
に貢献し、あらゆる事業活動を通じ、お客さまや株主、地域から信頼される｢企業グループ｣として、社会ととも
に｢限りない発展｣を実現していく。

1.「公益事業としてお客さまと地域に貢献していく」ことと｢株式会社として企業価値を増大させていく｣ことを
同時に満足させる｢新しい公益事業｣の実現を目指す。

2.法令およびその精神を遵守し、公正かつ透明な企業活動を通じて経済・社会の発展に貢献する。
3.環境経営トップランナーとして、地球環境問題の改善に貢献する。
4.良き企業市民として奉仕の精神を深く認識し、社会貢献活動を通じて豊かな社会の実現に貢献する。
5.絶えざる革新により、低コスト構造で、しなやか、かつ強靭な企業体質を実現する。
6.一人ひとりの「能力・意欲・創意」の発揮と尊重により、｢活力溢れる組織｣の実現を目指す。

●経営理念
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株式情報（2003年9月30日現在）
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●株価および出来高の推移（東京証券取引所）

●株主メモ
決算期：毎年3月31日

配当金受領株主確定日：利益配当金 毎年3月31日

中間配当金 毎年9月30日

定時株主総会：毎年6月

公告掲載新聞：日本経済新聞

中間配当のお知らせ：当社ホームページに

中間配当のお知らせを掲載しております。
【URL】http://www.tokyo-gas.co.jp/IR/ir_ j.html

資本金 141,844,398,888円
発行済株式総数 2,810,171,295株
株主数 192,062名

●株式の状況

●所有者別株式分布状況
自己株式
3.87 ％

個人・その他
23.88 ％

金融機関
40.61 ％

外国人
21.43 ％

証券会社
1.28 ％

政府および
地方公共団体
0.66 ％その他

国内法人
8.27 ％

●株式に関する各種お手続きのご案内

名義書換、住所変更等の各種お手続きは

日本証券代行(株)でお取り扱いしております。

名義書換代理人：日本証券代行株式会社　代理人部

〒103-8202 東京都中央区日本橋茅場町1丁目2番4号
【住所変更用紙等のご請求】0120－707－842

【その他のお問い合わせ】0120－707－843

【URL】http://www.jsa-hp.co.jp/
（この番号は平成15年12月1日からご利用いただけます。）


